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本誌の目次をみると公衆衛生の扱う課題の幅広さを思

います。第12号には年間の総目録が添付されるため，そ

の感想は一層強くなります。投稿論文の言語も，英文あ

り，和文ありです。さらに，研究方法は，横断調査，縦

断調査，量的データ，質的データを扱うものなど多様で

す。

本誌では質的研究の数は少ないのですが，投稿数は増

加しており，本号にも 1 篇の質的研究が掲載されていま

す。質的研究の必要性が公衆衛生分野でも認知されてき

ました。一昔前までは，再現性が保証されない研究は

「科学的な研究」ではないと言われました。これは，条

件を厳密に制御することができる実験室の話です。刻々

と変化する現実の社会現象およびそこに暮らす人々を対

象とする公衆衛生学の研究では，厳密な再現性はあり得

ませんが，転用可能性があることで，研究の成果は他の

場面で活用できます。

質的研究の方法は，内容分析，グラウンデッド・セオ

リー，エスノグラフィー，現象学的方法，ナラティブ・

アプローチ，さらにはアクションリサーチなど多彩であ

り，それぞれの研究方法は目的が異なります。投稿され

た論文は，リサーチクエスチョンに適した方法を用い

て，複雑化多様化する公衆衛生の課題に向き合っていま

す。多様なアプローチでその現象の構造を明らかにし，

また，本質を探究し，解決のためにアクションリサーチ

を行うなど，疫学的方法とは異なるデータが蓄積されて

います。

一方，査読する側では，結果の質的な意味は何か，と

真剣に論文と向き合って読ませていただいています。ア

クションリサーチの分類は，公衆衛生活動報告か研究

（原著もしくは研究ノート）かと悩むことがあります。

質的研究においては，方法論の記述を丁寧に行うこと，

結果が論理的に整理されていること，先行研究を踏まえ

て考察がされていることが重要と考えます。今後もオリ

ジナリティの高い質的研究の論文が投稿されることを期

待しています。 （佐伯和子）


